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https://sharedresearch.jp/ja/companies/7606
https://note.com/unitedarrows_ir/
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売上高 1,301億円、前期比109.9％、3年前比82.7％、

連結体制変更、収益認識基準変更を除くと3年前比93.4％。

売上総利益は671億円、前期比113.7％、3年前比84.0％、

売上比は51.6％、前年から1.7pt改善、3年前から0.8pt改善。

販管費は608億円、前期比105.9％、3年前比85.4％、

売上比は46.7％、前年から1.8pt改善、3年前から1.5pt増加。

営業利益は63億円、前期比378.0％、3年前比72.6％、

売上比は4.9％、前年から3.5pt改善、 3年前から0.7ptのマイナス。

経常利益は69億円、前期比244.1％、3年前比78.4％、

売上比は5.3％、前年から2.9pt改善、 3年前から0.3ptのマイナス

特別損失として約3億円を計上しており、親会社株主に帰属する当期純利益は43億円、

前期比592.6％、3年前比123.2％、売上比は3.3％、前年から2.7pt改善、

3年前から1.1ptの改善。

売上高、売上総利益率が前年を超過、特別賞与の支給等による販管費の上昇を吸収し、

営業利益以下、各利益も前年をクリア。
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連結PL 4Q（4か月）はスライドの通り。
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対修正計画でも売上高、売上総利益率が計画を超過、特別賞与の支給等による販管費の超過を吸収し、

営業利益以下、各利益も計画をクリア
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連結PL 4Q（4か月）の対修正計画はスライドの通り。
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連結売上総利益率は51.6％、前年から1.7 ptの改善、3年前からも0.8ptの改善、

収益認識基準変更の影響を除外すると52.0％で3年前から1.2ptの改善。

(株)UAの売上総利益率は51.4％、前年から1.7ptの改善、3年前からも1.2ptの改善、

収益認識基準変更の影響を除外すると51.7％で3年前から1.5ptの改善。

ビジネスユニット計が対前年、対3年前も上回り、定価販売強化の成果が出ている。

アウトレットは過年度在庫の消化の影響で3年前には及ばないものの、対前年では改善。

(株)コーエンはセールの抑制等によって前年から1.5pt改善、3年前から0.3ptのマイナス。

収益認識基準変更の影響を除外すると3年前から1.1ptの改善。

台湾子会社は対前年、対3年前ともに改善。
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売上総利益率 4Q（4か月）はスライドの通り。

為替変動の影響を受けるものの、前年、3年前から改善。
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販管費の額、率は先ほどの説明の通り。

収益認識基準変更の影響を除外すると販管費は632億円となり、3年前比88.8％

売上比は47.2％となり、3年前から2.0pt増加。

宣伝販促費は30億円、前期比116.8％、3年前比70.6％、

売上比は2.3％、前年から0.1pt増、3年前から0.4pt減。

収益認識基準変更の影響を除外すると54億円、3年前比127.5%、

売上比は4.1％となり、前年から0.4pt増、3年前から1.3pt増。

人件費は214億円、前期比105.1％、3年前比85.5％、

人員の自然減に伴う減があったが、業績回復に伴う賞与の増に加え、

期初計画の超過およびコロナ禍を耐え抜いた従業員への還元策として特別賞与 約6.5億円を計上し、

前年から増加。

3年前比の減は連結体制変更や自然減による人員減などによるもの。

賃借料は185億円、前期比96.5％、3年前比82.3％、

実店舗の回復に伴い店舗賃料が増加したものの、自社ECサイトリニューアルに伴い、

運営委託会社に支払っていた手数料が賃借料から外れ、その他の項目内に移管されている。

その他は169億円、前期比120.0％、3年前比97.5％、

売上回復による変動費の増、自社ECサイトリニューアルに伴う増などが含まれる。
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連結 販管費 4Q（3か月)はスライドの通り。

業績回復に伴う賞与の増に加え、

期初計画の超過およびコロナ禍を耐え抜いた従業員への還元策として特別賞与 約6.5億円を計上し、

人件費が前年から大きく増加。
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単体売上高は1,184億円、前期比110.2％、3年前比91.5％、

収益認識基準変更の影響を除外すると3年前比94.2％。

ビジネスユニット計が987億円、前期比109.8％、3年前比88.9％、

収益認識基準変更の影響を除外すると3年前比90.9％。

小売は666億円、前期比113.3％、3年前比82.2％、

ネット通販は303億円、前期比102.0％、3年前比103.9％、

ネット通販の売上比は25.4％となり、3年前から2.8pt増加。

既存店売上高前期比は小売、ネット通販とも前年を超過し、小売＋ネット通販で111.2％、

セール施策のコントロールや価格の見直しにより客単価が110.3％と前年から増加。

アウトレット等は207億円、前期比113.2％、3年前比113.8％、売上比は17.4％。
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UA、BYを中心とするトレンドマーケットは

売上高650億円、前期比109.4％、3年前比89.8％、

収益認識基準変更の影響を除外すると3年前比92.4％。

GLRを中心とするミッド・トレンドマーケットは

売上高337億円、前期比110.5％、3年前比87.1％、

収益認識基準変更の影響を除外すると3年前比88.3％。

両マーケットとも、小売＋ネット通販 既存店売上高が前年を上回った。
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総資産は611億円、前期末比102.5％

流動資産は416億円、前期末比108.1％
現金及び預金、流動資産のその他の増などによるもの。

固定資産は195億円、前期末比92.2％、
基幹システム刷新に向けた準備等による無形固定資産の増、
不採算店舗の退店や減価償却等に伴う有形固定資産、差入保証金の減、及び繰延税金資産の減などに
よるもの。

流動負債は234億円、前期末比92.2％、
支払手形及び買掛金、未払法人税等、賞与引当金の増、短期借入金の減などによるもの。

固定負債は40億円、前期末比96.0％、
店舗退店などに伴う資産除去債務の減などによるもの。

純資産合計は337億円、前期末比112.1％、利益剰余金の増、配当金の支払による減などによるもの。

長短借入金残高は25億円、前期末比32.1％。

たな卸資産は206億円、前年同期末比100.5％。
前年同期を上回るものの、売上の伸びを下回る水準に抑えている。



営業キャッシュ・フローは102億円のキャッシュイン、

投資キャッシュ・フローは12億円のキャッシュアウト、

財務キャッシュ・フローは59億円のキャッシュアウト、

現金及び現金同等物は85億円。

各項目の主な内訳はスライドに記載の通り。
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子会社動向はスライドに記載の通り。
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通期の出店は7店舗、退店は19店舗。期末店舗数は298店舗。

2020年3月末の359店舗から17.0％減。
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2024/3期の連結業績予想は、

売上高1,383億円、前期比106.3％、

売上総利益率は52.1％で前年から0.5pt改善、

売上総利益率は上期、下期とも前年から改善の見込み。

販売管理費は651億円で前期比107.0％、売上比は47.1％で前年から0.3pt増加、

営業利益は70億円で前期比110.0％、売上比は5.1％で前年から0.2pt改善、

経常利益は74億円で前年の107.5％、売上比は5.4％で前年から0.1pt改善、

特別損失に3億円を計上する計画となっており、

親会社株主に帰属する当期純利益は48億円、前期比111.2％。

配当金は中間17円、期末38円の年間55円となる見込みで予想配当性向は32.4％、
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単体売上高は1,253億円、前期比105.9％の見通し。

小売＋ネット通販既存店売上高前期比は通期で107.3％、小売が105.5％、ネット通販は111.1％の計画。

なお計画では、単体売上高のみ収益認識基準変更の影響が含まれる。



通期の出店は9店舗、退店は7店舗。期末店舗数は300店舗。

(株)UAが出店9店舗、退店4店舗、期末店舗数220店舗、

(株)コーエンが退店3店舗、期末店舗数72店舗、

台湾子会社は8店舗体制を維持の予定。
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2023年5月8日付けのリリースの通り、当社は国際的なイニシアチブ「SBTi（The Science Based Targets 

initiative）」によるSBT（Science Based Targets）認定を申請・取得した。これは当社のサステナビリ

ティ活動「SARROWS」の目標の一つ「Carbon Neutrality（カーボンニュートラルな世界へ）」において掲

げる温室効果ガス排出削減目標が、パリ協定に準じた目標であるという評価を受けたことによるもの。

当社は 2020年4月にサステナビリティ推進の指針として5つのテーマと16のマテリアリティ(重要課題)を定

め、2022年8月には2030年に向けた3つの活動目標：「Circularity（循環するファッション）」、「Carbon 

Neutrality（カーボンニュートラルな世界へ）」、「Humanity（健やかに働く、暮らす）」と、それぞれの

カテゴリーに紐づく数値目標を設定した。

「Carbon Neutrality（カーボンニュートラルな世界へ）」において、Scope 1、2：「CO2排出量を2030年

度までに2019年度比で30%削減する」、Scope 3：「CO2排出量を2030年度までに2019年度比で15%削減す

る」を掲げており、これらの目標設定が評価を受け、SBT認定に至った。Scope1、2の目標は2℃を十分に

下回る水準、Scope3の目標は2℃を下回る水準と判断されている。
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2026年３月期を最終年度とする中期経営計画の初年度となる2024年３月期のグループ経営方針として

「感動提供 新しい価値提供に向けて踏み出す」を掲げる。
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この方針実現に向けて、UA CREATIVITY戦略、UA MULTI戦略、UA DIGITAL戦略の３つの戦略を進める。

UA CREATIVITY戦略では、新規出店とネット通販の成長による既存事業の成長、プロパー消化率の向上と適

正な価格設定による売上総利益率の改善に向けて取り組む。加えて、ブランド力の強化として従業員教育の拡

充など人的資本への投資拡大、新たな企業イメージを作り上げる新規ブランドの開発準備を進める。

UA MULTI戦略では、新規事業の開発準備、台湾事業の拡大、中国進出に向けた準備を進める。

UA DIGITAL戦略では、ライフタイムバリュー（顧客生涯価値）の拡大に向けたハウスカードプログラムの刷

新に加え、自社ECサイトの機能向上を進め、OMO施策を推進する。サプライチェーンの最適化に向けては商

品管理基幹システムの刷新準備を進める。
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